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アランスは約9cmであり、

鋼管杭の打設精度が要求

される。

　鋼管杭はφ 1600mm ×

L=74.0m、 打 設 角 15 °

の長尺の斜杭である。ま

た、海底面から杭頭まで

は 30m を超える突出長

を有するため、杭自重によるたわみ

や波浪による動揺を考慮し、鋼管杭

の打設精度を確保することが重要で

ある。そのため、あらかじめ打設箇

所に固定治具（鋼管杭φ 800mm×

L=42.5m、H型鋼 400 × 400 等）を

設置し、打設後の鋼管杭と固定する

ことで、鋼管杭の動揺

を抑制する。

（2）ICT の活用

　各作業において、施

工の効率化と安全性の

向上のため、ICT 等を利

用した取り組みを実施

している。

1. 工事概要

　本工事は、徳山下松港下松地区に

おける桟橋築造工事のうち、A1 ド

ルフィン部を構築後、桟橋部とドル

フィン部に渡橋（橋長 38m）を施工

するものである。

2. 工事の特徴

（1）プレキャスト上部工と長尺の斜杭

　本工事は、桟橋の供用開始の観点

から、施工期間の短縮が最も期待さ

れるプレキャスト上部工（L15.0m

× B9.0m × H2.0m）が採用されて

いる。プレキャストブロックは箱抜

き部に設置した仮受材を鋼管杭上へ

据え付ける。箱抜部と鋼管杭のクリ

①海底面調査：鋼管杭打設位置にお

いて、海底障害物の有無を水中ド

ローンにより調査を実施（大水深で

の調査を安全に調査）。

②作業船配置調整：BIM/CIM データ

をクラウド上で共有し、他工事との

作業船配置調整を実施。

③カメラ付トータルステーション等

による映像と数値による杭の誘導を

実施。

3. おわりに

　令和 6 年 11 月末から本格的に鋼

管杭打設に着手するが、他工事等と

の調整を実施し安全を最優先して工

事を行う所存である。
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